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人権教育強調期間（前期）を終えて  
 前期の人権教育強調期間が終了しました。各

学年が、いろいろな視点から、人権について重

点的に学ぶ期間となりました。人権教育強調期

間を終えて、生徒の皆さんはいろいろなことを

考え、そして級友からのいろいろな意見も聞き、

学びを深めることができました。その学びは、

一生を通じて生かしていけるものだと思います。

そして、学んだことを実践していく実践力が、

これから求められると感じています。  

前期の人権教育のまとめとなる最後の授業では、参観日として保護者の皆様に

もたくさんお越しいただきました。誠にありがとうございました。人権教育はこ

れで終わりではなく、中学生は全教育活動を通じて今後も継続して学習していき

ます。また、中学校を卒業した後、高校生になっても、大学生になっても、社会

人になっても、一生学んでいくものです。よりよく生きるために、自他の人権を

尊重していくことは、欠かせないものだと考えています。今後も、人権学習を通

して、生徒の成長を見守っていきたいと思います。  

人権学習が終わりましたが、御家庭でも参観授業の感想や、人権学習で学んだ

ことの話題を出していただき、話し合う機会を持っていただけると幸いです。  

 今回は、保護者の皆様の御意見もお聞きしたいと思い、下記に保護者の皆様の

感想や御意見を書いていただくスペースを設けました。ぜひ、感想や御意見を書

いていただき、お子様を通じて学級担任まで御提出ください。よろしくお願いい

たします。  
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